
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

三次市甲奴地区家庭教育支援チーム 

  

  

 

②活動拠点 三次市甲奴健康づくりセンターゆげんき 

③活動範囲 甲奴中学校区 

④組織体制 

 

  １０２ 人 

読み聞かせボランティア（５人）、地域女性会（５０人）、母子保健推進員（５

人）、住民自治組織会員（２０人）、議員（１人）、公務員（５人）、農業従事者

（８人）、福祉施設職員（５人）、民生児童委員（３人） 

 

⑤活動開始年度 令和２年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

三次市教育委員会 教育部 社会教育課 文化学習係 

（TEL）0824-62-6191   （E-mail）shakai@city.miyosihi.hiroshima.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○小・中学生を対象に特産品のカーター・ピーナッツの栽培・収穫・食品加

工の体験活動を通して食育や地域振興として活動を行う。 

○地域の社会施設や小学校等でのおはなし会を通して、保護者と子どもた

ちのスキンシップや本の大切さを伝える。 

○地域の行事への積極的な参加を幼い時期から促し、ふるさと愛を持つ子

どもの育成 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

○それぞれの活動や「親の力」を学びあう学習プログラムを活用する中で、

保護者や子どもたち自らが気づき学ぶ力を高めている。 

○地域の人と多く接することで子どもたちが自分の存在を認識し、自分の力

を信じる人に育っている。 

 

 

 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


